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３．講演者及びパネリストの紹介
【講演者紹介】
天児　慧　（あまこ　さとし） 
早稲田大学国際学術院教授。アジア研究機構現代中国研究所所長。1947年生ま
れ。専攻は中国政治、アジア現代史。早稲田大学卒業、一橋大学大学院博士課
程修了。社会学博士。外務省専門調査員としての在北京日本大使館勤務などを
経て、現在早稲田大学アジア研究機構現代中国研究所所長。主な著書に『アジ
ア連合への道』（筑摩書房）、『中華人民共和国史』（岩波新書）、『中国 変
容する社会主義大国』『現代中国』（いずれも東京大学出版会）、『日中対立』
（ちくま新書）がある。
徐　顕芬　（ジョ　ケンフン） 
中国華東師範大学教授。1972 年生まれ。専攻は東アジア国際関係史、国際協
力論。南開大学日本研究院、早稲田大学政治学研究科博士課程修了。歴史学、
政治学博士。早稲田大学政治経済学術院助手、同大学アジア研究機構客員専
任講師を経て、現在中国華東師範大学歴史学部教授。主な著書に『日本の対
中 ODA 外交：利益・パワー・価値のダイナミズム』（単著、勁草書房）、『東
アジアにおける二つの「戦後」』（共編著、国際書院）がある。
【教員紹介】
重田　康博　（しげた　やすひろ） 
国際学部教授・附属多文化公共圏センター副センター長。北九州市立大学大
学院社会システム研究科修了（学術博士）。オックスファムジャパン監事。
JVC とちぎネットワーク代表。著書に『NGO の発展の軌跡』（単著、明石書
店）、『国際 NGO が世界を変える』（共著、東信堂）、『開発教育－持続可能な
世界のために』（共著、学文社）などがある。
松村　史紀　（まつむら　ふみのり） 
国際学部講師。附属多文化公共圏センター員。早稲田大学大学院政治学研究
科修了（政治学博士）。
同大現代中国研究所招聘研究員。著書に『「大国中国」の崩壊』（単著、勁草
書房）、『東アジアにおける二つの「戦後」』（共編著、国際書院）、『二〇世紀
満州歴史事典』（共著、吉川弘文館）などがある。
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【留学生パネリスト紹介】
梁　惠娣　（リョウ　ケイテイ） 
中国華東師範大学人文社会科学学院（歴史学）大学院修士 2 年。中国華東師
範大学歴史文化学院（学部）を卒業後、同大学院（徐顕芬先生の研究室）に
在籍しています。専攻は世界地区（地域）国別史。第 2 次世界大戦後の日中
関係を研究課題とし、目下大平正芳元首相の世界観と中国観を研究していま
す。国家間の（特に指導者間の）相互信頼の構築という視点から日中関係を
考えたいと思います。
【学生実行委員紹介】
劉　禹君　 
大学院国際研究科 2 年。高校卒業後に来日し、今年で 7 年目になります。日
中間に ｢はさまれて｣ 生きる私は ｢日中関係｣ について考えることが少なく
ありません。特に「日本」のことは好きでありながらも、「複雑」な感情を持っ
ています。今回は、皆さんと語り合い、未来に向けた新しい関係性を共に考
えていきたいです。
國谷　祐輔　　 　　
大学院国際研究科2年。日本における国際政治思想の歴史を研究しています。
日本外交にとって欠かすことのできない日中関係について理解を深めたく、
このシンポジウムに参加しました。
小野寺　朱里　 
国際学部国際社会学科 4 年。安倍政権が掲げている「積極的平和主義」につ
いて、これまでの日本の平和主義と関係付けながら研究しています。そこか
ら、現在の日中関係にも問題意識を持ち、シンポジウムに参加しました。
今　咲乃 
国際学部国際社会学科4年。卒業論文では、民間からの日中友好について研
究していますが、このシンポジウムを通して、公民に関わらず、政治・経
済・文化など様々な面から日中関係を見直すことができればと思います。
岩渕　大輝 
国際学部国際社会学科4年。現在、卒業論文において1950年代の中国をテー
マに研究を進めています。当時、中華人民共和国と中華民国という「2つの
中国」と日本がどのように関係を持ち、現在まで至り、どのような状況なの
か知りたいと思い、今回のシンポジウムに参加しました。
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津島　萌 
国際学部国際社会学科4年。去年1年間、中国への留学を通して、このコメン
ト欄では書ききれないほどの様々な感情が生まれました。同じアジアに住
む人間として、これからどのような関係を築いていくべきか、日中の「繋が
り」を考えたいと思い、参加しました。
尾身　悠一郎 
国際学部国際文化学科4年。現在、冷戦期に米国が形成した東アジアの同盟
について研究しています。日中関係や東アジアの問題は米国の政策を抜きに
して考える事は出来ません。今回のシンポジウムでは、日中だけでなく、米
国、そして台湾をも含めた視点から議論をしたいと思っています。
中村　友梨 
国際学部国際社会学科 4 年。私は現在、松村先生のゼミに所属しながら、台
湾のこと、特に台湾と中国の関係について勉強しています。シンポジウムで
は、台湾と深い関わりのある中国について、今までとは違った視点から、多
角的にみられればと思っております。
　
矢崎　航 
工学部電気電子学科 3 年。香港で留学をした際、領土問題や日本の対中感情
についての意見を聞かれ、その根幹となっている日中の歴史や出来事をより
詳しく正確に知る必要があると感じました。中国という国を正しく捉える機
会になればと考えています。
成田　愛美 
国際学部国際社会学科1年。近年、中国の対日強硬姿勢に反応して、私の周
囲の人々は中国に対する嫌悪感を強めていると感じています。その反面、学
校生活を送っている中で、中国人学生と交流する機会があり、よい経験と
なっています。日本人として少しでも中国への嫌悪感を減らす方法を模索す
る機会にしたいです。
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